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市新総合計画の主要施策　③新庁舎建設　　

　

市
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
現

庁
舎
の
建
て
替
え
を
検
討
し
て

お
り
、
現
在
ま
で
の
検
討
状
況

や
、
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現在の市庁舎

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

現
在
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
た
課

題
、
考
え
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

舎
（
産
業
経
済
部
、
教
育
委
員
会
）

等
へ
分
散
し
て
い
る
こ
と
で
、
行
政

事
務
の
効
率
が
悪
化
し
市
民
の
利
便

性
が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
執
務
室
の
狭
隘
化
や
分

散
化
、
会
議
室
・
倉
庫
等
の
不
足
、

情
報
化
（
Ｏ
Ａ
化
）
へ
の
対
応
の
遅

れ
な
ど
に
よ
り
職
員
の
業
務
効
率
が

低
下
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
舎
の
ホ
ー
ル
、
ロ
ビ
ー

は
面
積
（
ス
ペ
ー
ス
）
が
不
足
し
て

お
り
、
市
民
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
は
全
く
機
能
し
て
い

ま
せ
ん
。
利
用
者
で
あ
る
市
民
の
視

点
に
立
っ
た
、
市
民
に
開
か
れ
た
庁

舎
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
へ
の
課
題

　

現
庁
舎
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な

く
、
障
害
者
用
ト
イ
レ
も
1
箇
所
設

置
さ
れ
て
い
る
の
み
で
設
置
が
十
分

で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
庁
舎
内
は
、
狭
い
通
路
や

段
差
な
ど
高
齢
者
や
障
害
者
に
と
っ

て
非
常
に
過
酷
な
施
設
と
な
っ
て
お

り
、
利
用
者
の
安
全
面
の
確
保
と
い

う
点
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
解
消
が
早

急
に
必
要
で
、
特
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン

（※2）
を
基
調
と
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

庁
舎
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
議
論
が
重
ね
ら
れ

　

10
月
29
日
か
ら
11
月
２
日
ま

で
５
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
た

第
８
回
市
議
会
臨
時
会
に
お
い

て
、
議
長
に
三
谷
實
議
員
（73）
、

副
議
長
に
大
月
健
一
議
員
（71）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

◎
山
縣
喜
義
、
○
森
田
仲
一
、
難

波
英
夫
、大
月
健
一
、川
上
博
司
、

宮
田
公
人
、
大
森
一
生

◆
新
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会

◎
小
林
重
樹
、
○
大
森
一
生
、
山

縣
喜
義
、三
上
孝
子
、田
中
広
二
、

宮
田
公
人
、
細
川
繫
信
、
長
江
和

幸
、
田
島
肇

◆
高
梁
地
域
事
務
組
合
議
会
議
員

　

難
波
英
夫
、
三
谷
實
、
川
上
博

司
、
田
島
肇
、
森
田
仲
一

◆
農
業
委
員
会
委
員（
議
会
推
薦
）

　

山
縣
喜
義
、
内
田
大
治

◆
監
査
委
員
（
議
会
選
任
）

　

田
中
広
二

三谷議長

大月副議長

議
長
に
三
谷
議
員
を

副
議
長
に
は
大
月
議
員
を
選
出

市
新
総
合
計
画
の
主
要
施
策　

③
新
庁
舎
建
設

現
庁
舎
の
課
題

○
庁
舎
の
老
朽
化

　

建
設
か
ら
50
年
経
過
し
た
現
庁
舎

は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
施
設
の

改
修
、
補
修
を
繰
り
返
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
9
年
に
実
施
し
た
耐
震
診
断

で
、
本
館
は
改
築
が
必
要
で
、
別
館

は
補
強
が
必
要
と
の
診
断
結
果
が
出

て
お
り
、
中
程
度
の
地
震
で
も
被
害

が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
電
気
、
給
排
水
、
衛
生
、

空
調
設
備
の
老
朽
化
も
著
し
い
た

め
、
そ
の
都
度
、
補
修
に
よ
り
対
応

し
て
い
ま
す
が
抜
本
的
な
解
決
に
は

至
っ
て
お
ら
ず
、
維
持
管
理
経
費
が

年
々
嵩
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

○
市
民
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
低
下

　

新
市
発
足
後
の
市
役
所
は
、
本
庁

機
能
が
本
庁
舎
、
分
庁
舎
、
第
2
庁

新
庁
舎
に
求
め
ら
れ
る
機
能

○�

災
害
が
発
生
し
た
際
、
防
災
活
動

の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
安

全
・
安
心
を
確
保
し
た
機
能

○�

省
エ
ネ
対
策
に
配
慮
し
た
環
境
保

護
機
能

○�

各
種
申
請
や
届
け
出
が
１
カ
所
の

窓
口
で
行
え
る「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」

窓
口
機
能

○�

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
障
害
者
用
ト
イ

レ
な
ど
の
設
備
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
機
能

○�

待
ち
合
わ
せ
や
語
ら
い
な
ど
が
で

き
る
「
憩
い
の
場
」
と
し
て
、
市

民
が
気
軽
に
集
え
る
機
能

建
設
に
係
る
基
本
的
な
条
件

○
建
設
に
係
る
単
独
市
費
の
抑
制

○
新
た
な
用
地
取
得
は
行
わ
な
い

○�

建
設
位
置
は
現
在
の
庁
舎
位
置
を

基
本
と
す
る
。
な
お
、
建
設
条
件

や
規
制
な
ど
に
よ
り
現
在
位
置
で

の
建
設
が
困
難
な
場
合
で
も
、
市

民
の
利
便
性
を
考
慮
し
市
街
地
周

辺
で
選
定
す
る

○�

建
設
規
模
は
、
行
財
政
改
革
の
主

旨
に
基
づ
き
、
で
き
る
限
り
コ
ン

パ
ク
ト
な
も
の
と
し
、
総
務
省
起

債
許
可
基
準
内
の
６
０
０
０
平
方

㍍
程
度
と
す
る

○�

可
能
で
あ
れ
ば
、
高
梁
中
央
図
書

館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
、
市
民

ホ
ー
ル
等
の
複
合
施
設
と
し
て
建

設
す
る
（
通
路
、
会
議
室
、
ト
イ

レ
等
の
共
通
施
設
部
分
の
建
設
経

費
を
削
減
で
き
る
）

○�

周
辺
住
民
へ
の
環
境
的
配
慮
、
商

業
施
設
に
も
十
分
配
慮
す
る

（※1）�
合
併
特
例
債
…
起
債
額
の
約
70
㌫

が
国
か
ら
の
交
付
税
で
補
て
ん
さ

れ
る
財
政
的
に
有
利
な
地
方
債

（※2）�
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
…
文

化
・
言
語
・
国
籍
の
違
い
、
老
若

男
女
と
い
っ
た
差
異
、
障
害
・
能

力
の
如
何
を
問
わ
ず
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
施
設
・
設
計

■
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課
総
合

政
策
係
（
☎
�
０
２
８
６
）

◎
宮
田
公
人
、
○
長
江
和
幸
、
妹
尾

直
言
、
三
上
孝
子
、
柳
井
正
昭
、
倉

野
嗣
雄
、
大
森
一
生
、
宮
田
好
夫

［
産
業
経
済
委
員
会
］

◎
田
島
肇
、○
難
波
英
夫
、三
谷
實
、

田
中
広
二
、細
川
繫
信
、丸
山
茂
紀
、

内
田
大
治

［
市
民
生
活
委
員
会
］

◎
川
上
博
司
、
○
森
田
仲
一
、
村
上

信
吾
、
山
縣
喜
義
、
大
月
健
一
、
植

田
二
郎
、
小
林
重
樹

［
議
会
運
営
委
員
会
］

◎
妹
尾
直
言
、
○
三
上
孝
子
、
大
月

健
一
、
川
上
博
司
、
宮
田
公
人
、
植

田
二
郎
、
田
島
肇

◆
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

◎
川
上
博
司
、
○
宮
田
公
人
、
三
上

孝
子
、
小
林
重
樹
、
森
田
仲
一
、
内

田
大
治
、
宮
田
好
夫

◆
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　

ま
た
、
常
任
委
員
会
な
ど
の

構
成
も
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委

員
長
。
敬
称
略
）

◆
常
任
委
員
会

［
総
務
文
教
委
員
会
］

て
き
ま
し
た
。

　

合
併
の
際
に
は
、
新
庁
舎
を
建
築

す
る
こ
と
を
前
提
に
、
建
設
時
期
に

つ
い
て
は
、
合
併
特
例
債

（※1）
を
利
用

で
き
る
平
成
26
年
度
末
ま
で
に
建
設

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
現
在
進
め
て
い
る
行
財

政
改
革
の
中
で
も
、同
審
議
会
か
ら
、

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
た
め

に
、
分
散
し
て
い
る
市
役
所
機
能
を

集
約
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
建
設

を
早
急
に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
」

と
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
の
よ

う
に
慎
重
に
審
議
し
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
26
年
度
末
が
迫
っ
て
き
た

こ
と
も
あ
り
、
今
年
４
月
、
市
民
公

募
の
２
人
を
含
む
「
新
庁
舎
等
建
設

検
討
協
議
会
」
を
設
置
し
、
具
体
的

な
検
討
を
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、市
議
会
に
お
い
て
は
11
月
、

「
新
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、
調
査
研
究
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

10月臨時市議会


